
基本的法制度に関する世論調査 プリテスト結果報告 

令和６年９月 

 

１ プリテストの概要 

⑴ 調査目的 

 死刑制度に関する世論調査としては、初めて郵送法によることとなることを踏まえ、

調査票が回答者にとって理解・回答しやすいものとなっているかを確認する。 

 

⑵ 調査実施委託先 

 一般社団法人 新情報センター 

 

⑶ 調査対象 

①母 集 団  住民基本台帳上の 18 歳以上の日本国籍を有する者 

②標本数・地点数  288 人・９地点 

③抽 出 方 法  層化２段無作為抽出法 

 

⑷ 調査時期 

 令和６年７月 30 日から同年８月 29 日まで 

 

⑸ 調査方法 

 別添１の調査票による郵送法 

 

２ 調査結果の概要 

⑴ 回収結果 

①有効回収数  170 人（有効回収率 59.0％） 

②調査不能数  118 人（調査不能率 41.0％） 

《内訳》 宛先不明による返送   １ 

 未 返 送   114 

 代理回答・記入不備   ３ 

 

⑵ 性・年齢別回収結果 

 

標本数 回収数 回収率 標本数 回収数 回収率 標本数 回収数 回収率

   ％    ％    ％

18～19歳 6 2 33.3 18～19歳 3 1 33.3 18～19歳 3 1 33.3

20～29歳 37 14 37.8 20～29歳 19 5 26.3 20～29歳 18 9 50.0

30～39歳 42 20 47.6 30～39歳 22 8 36.4 30～39歳 20 12 60.0

40～49歳 49 34 69.4 40～49歳 25 21 84.0 40～49歳 24 13 54.2

50～59歳 48 29 60.4 50～59歳 25 15 60.0 50～59歳 23 14 60.9

60～69歳 35 25 71.4 60～69歳 18 12 66.7 60～69歳 17 13 76.5

70歳以上 71 46 64.8 70歳以上 30 19 63.3 70歳以上 41 27 65.9

288 170 59.0 142 81 57.0 146 89 61.0計 計 計

性・年齢 性・年齢 性・年齢

男

女

計

男

性

女

性



⑶ 集計結果 

 別添２の単純集計結果表、別添３のクロス集計結果表及び別添４の「プリテストで回

答選択肢「その他」を選んだ回答及び自由記載欄の回答の各概要」のとおり。 

 

⑷ 回答エラー件数と補正対応 

 

⑸ 調査票余白への記入状況 

 問７付近の余白に「一時的に増える可能性があるかもしれない」旨の補足的記入が１

件あった。 

 

 回答エラー内容 件数 補正対応 

1 「問 2 死刑制度に対する意識」の回答が無回

答かつ問 5または問 6 に回答あり（問 3、問 4

には回答なし） 

1 件 
問 2 回答を「2 死刑もやむ

を得ない」に補正 

2 「問 2死刑制度に対する意識」の回答が「1 死

刑は廃止すべきである」かつ、該当質問の問 3

または問 4 に回答あり、かつ、非該当質問の

問 5または問 6 に回答あり 

1 件 

問 2 回答に従い、非該当質

問の問 5 または問 6 をブラ

ンク処理 



別添１

（調査票）



 

あなたと裁判のかかわりについておうかがいします 

この下の問１からお答えください 

問１．あなたは、今までに、裁判所を見学したり、裁判を 

傍聴（ぼうちょう）したりしたことがありますか。 

（○は１つ） 

１．ある 

２．ない 

 

ここからは、死刑制度についておうかがいします 

問２．死刑制度に関して、次のような意見がありますが、 

あなたは、どちらの意見に賛成ですか。（○は１つ） 

１．死刑は廃止すべきである 

２．死刑もやむを得ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２で「１．死刑は廃止すべきである」と答えた方への質問 

問３．「死刑は廃止すべきである」という意見に賛成の理由

はどのようなことですか。次の中から、あなたの考えに

近いものを選んでください。（〇はいくつでも） 

１．人を殺すことは刑罰
けいばつ

であっても人道に反し、野蛮
や ば ん

である 

２．国家であっても人を殺すことは許されない 

３．裁判に誤りがあったとき、死刑にしてしまうと取 

り返しがつかない 

４．凶悪な犯罪を犯した者でも、更生
こうせい

の可能性がある 

５．死刑を廃止しても、そのために凶悪な犯罪が増加 

するとは思わない 

６．生かしておいて罪の償
つぐな

いをさせた方がよい 

７．その他（具体的に→）                    

 

 

 

 

 

 

 

 

1.47 

 
（法務省） 

「基本的法制度に関する世論調査 調査票」   令和６年７月 
法務省では、基本的法制度に対する国民の皆様のご意見をいただき、様々な政策立案の参考としています。この

度住民基本台帳から、無作為に世論調査の対象者の方を抽出したところ、あなた様にご協力をいただくことになり

ました。ぜひ、ご意見をお聞かせください。 
お答えいただいた内容は、個人が特定できないように加工し、「全体で何％」というようにとりまとめられます。 

 ご記入に当たってのお願い  

◇この調査には、必ず郵便の宛名のご本人様がご回答ください。 
◇質問にしたがって、回答の当てはまる選択肢の番号に○をつけてください。 
○をつける数は、「1つだけ（○は1つ）」のものと「いくつでも（○はいくつでも）」のものがあります。 

◇右上にある「番号」は、調査票が返送されたかどうかの確認や集計を匿名で行うためのものです。 
お名前を書いていただく必要はありません。  

誠に恐縮ですが、８月１８日（日）までに、同封の返信用封筒にてご投函くださいますようお願

いいたします。ご協力いただいた方には、後日、クオカード（500円）を送付させていただきます。 
 

この調査は、法務省が一般社団法人 新情報センターに委託して実施しています。 

【調査実施・お問い合わせ先】 一般社団法人 新情報センター 

Tel：０１２０－１００－１９０〔フリーダイヤル〕（平日 ９時～12時、13時～17時） 
 

1 と答えた方は 

問３および問４へ 

こ
の
マ
ー
ク
を
目
印
に
三
つ
折
り
し
て
く
だ
さ
い 

次のページの 問４ に進んでください 

２と答えた方は 

次ページの 問５および問６へ進んでください 
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問２で「１．死刑は廃止すべきである」と答えた方への質問 

問４．死刑を廃止する場合には、すぐに全面的に廃止するの

がよいと思いますか、それともだんだんに死刑を減ら

していって、いずれ全面的に廃止する方がよいと思い

ますか。（○は１つ） 

１．すぐに、全面的に廃止する 

２．だんだん死刑を減らしていき、いずれ全面的に 

廃止する 

 

 

 

 

 

問２で「２．死刑もやむを得ない」と答えた方への質問 

問５．「死刑もやむを得ない」という意見に賛成の理由はど

のようなことですか。次の中から、あなたの考えに近い

ものを選んでください。（○はいくつでも） 

１．凶悪な犯罪は命をもって償
つぐな

うべきだ 

２．死刑を廃止すれば、被害を受けた人やその 

家族の気持ちがおさまらない 

３．死刑を廃止すれば、凶悪な犯罪が増える 

４．凶悪な犯罪を犯す人は生かしておくと、 

また同じような犯罪を犯す危険がある 

５．その他（具体的に→）                  

 

 

問２で「２．死刑もやむを得ない」と答えた方への質問 

問６．将来も死刑を廃止しない方がよいと思いますか、それ

とも、状況が変われば、将来的には、死刑を廃止しても

よいと思いますか。（○は１つ） 

１．将来も死刑を廃止しない 

２．状況が変われば、将来的には、死刑を廃止 

してもよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここからは全員の方がお答えください 

問７．死刑がなくなった場合、凶悪な犯罪が増えるという意

見と増えないという意見がありますが、あなたはどの

ようにお考えになりますか。（○は１つ） 

１．増える 

２．増えない 

 

 

 

 

 

ここからは全員の方が【説明】を読んでから 

下の問８をお答えください 

【説明】 

  現在、死刑の次に重い刑は、一生刑務所に入らなければ

ならない「無期
む き

懲役
ちょうえき

」ですが、仮釈放
かりしゃくほう

される場合があり

ます。これに対して、仮釈放
かりしゃくほう

される場合がない、いわゆ

る「終身刑
しゅうしんけい

」は、現在の日本にはありません。 

 

問８．もし、仮釈放のない「終身刑」が新たに導入されるな

らば、死刑を廃止する方がよいと思いますか、それとも、

終身刑が導入されても、死刑を廃止しない方がよいと

思いますか。（○は１つ） 

１．死刑を廃止する方がよい 

２．死刑を廃止しない方がよい  
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右の段の問7 に進んでください 

次のページの F1 に進んでください 

右の段の 問７に進んでください 



 
 

ご回答を統計的に分析するために、あなたご自身のこと

をおうかがいします 

 

F１．差し支えなければ、あなたの性別をお答えください。

（○は１つ） 

１．男性 

２．女性 

 

F２．あなたのお年は満でおいくつですか。年齢をお書きく

ださい。 

 

歳 

 

 

F３．あなたのお仕事についておうかがいします。あなたは、

この中のどれに当たりますか。どれに当てはまるかわか

らない場合には、「８．」に○をつけ、「その他」の欄にで

きるだけ具体的にお書きください。（○は１つ） 

１．役員を含む、正規の職員・従業員 

２．期間従業員、契約社員、派遣社員を含む、 

非正規の職員・従業員 

３．自分で、または共同で事業を営んでいる 

自営業主・自由業 

４．家族従業者・家族が営んでいる事業を 

手伝っている者 

５．主婦・主夫 

６．学生 

７．無職 

８．その他 

     ※できるだけ具体的にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の調査実施の参考とするため、ここからは今回の調

査についておうかがいします 

 

問 A.今回の調査の答えやすさはどうでしたか。（○は１つ） 

１．答えやすかった 

２．答えにくかった 

３．どちらともいえない 

 

問B.今回の調査の分量はどうでしたか。（○は１つ） 

１．少ないと感じた 

２．適当と感じた 

３．多いと感じた 

 

問C.今回の調査への回答に要した時間は、およそ 
どれくらいでしたか。（○は１つ） 

１．15分未満 

２．15～30分程度 

３．30分以上 

 

問D.今回の調査にご回答いただいたのは、どなた様ですか。

（○は１つ） 

１．郵便宛名のご本人様  

２．ご本人様のご意見を代理の方が記入 

３．代理の方（代理の方のご意見を記入） 

 

 

※代理の方が記入された理由をお教えください。 

 

 

 

 

 

 

問 E.今回の調査についてお気付きの点があれば、どのよう

なことでも構いませんのでお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご質問は以上となります  
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ご協力ありがとうございました。 

 

この調査票は、返信用封筒に入れ８月１８日（日）

までに、切手を貼らずにご投函ください。早め

にご投函いただければ幸いです。お名前やご住

所の記載も不要です。 
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別添２

（単純集計結果表）











別添３

（クロス集計結果表）











































































































別添４

（プリテストで回答選択肢「その他」を選んだ

回答及び自由記載欄の回答の各概要）



プリテストで回答選択肢「その他」を選んだ回答及び自由記載欄の回答の各概要

１ 問３の回答選択肢「その他」の具体的回答の概要

同趣旨の回答が複数存在する回答は、存在しなかった。

２ 問５の回答選択肢「その他」の具体的回答の概要

同趣旨の回答が複数存在する回答の概要は、次のとおりであった。

① 刑務所内処遇とすれば、その分費用等が掛かるという趣旨の回答…………４件

３ 問Ｅの自由記載欄の回答の概要

同趣旨の回答が複数存在する回答の概要は、次のとおりであった。

① 現行制度の実情、背景等、設問の前提や回答する際の参考となり得る

説明があるとよいという趣旨の回答………………………………………………４件

② より多くの質問項目があった方がよいという趣旨の回答……………………２件

③ 回答については自由記入を可能にするとよいという趣旨の回答……………２件


